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1　問題
「問題」には，それぞれの問題意識を簡潔にまとめ，仮説がある場合はそれも示す。以下，本レポートの要領を示す。

A4用紙1枚(1ページまたは裏表2ページ)に，以下の事項をまとめる。ワープロを使用。この用紙の様式に従い，過不足のなく1ページまたは2ページ(裏表)ちょうどにおさめる。印刷原稿をイメージする。5月19日と6月23日の授業課題(それぞれA4用紙1枚)の課題内容を統合したものである。したがって，そこでレポートしたことをまとめればよい。すでに退出・返却している内容のまとめであり，レポートは返却しない。必要に応じて各自ファイルを保存しておくこと。この用紙(様式)は，ホームページからダウンロードできる。分量でなく，様式に従って要点がまとめられているかを評価する。
2　インタビュー調査

ここには，質問紙調査の前段階として，インタビュー調査の結果の概要を記述する。6月23日のレポートの5番と7番を整理して記述すればよい。インタビュー方法や対象者の属性なども明記する。結果の羅列にならないように，要点を簡潔に説明する。

3　質問紙調査の計画
調査名　ここには，調査名を『　』で示し，その調査主体をあわせて記述する。
対象者の選定　ここにはサンプリング方法やサンプル数など，標本調査を実施する上での基本的情報を記述する。

手続き　ここには調査の具体的な手順を示す。締め切りは，最終授業日7月28日(金曜日)，授業時間の最後に回収する。授業時に何人かの人と交換してもらい，コメントや添削をしてもらう予定である。「タイトル」は14ポイントでゴシック体，「1　目的」などの項目は12ポイントでゴシック体，「調査名」，「対象者の選定」など小さな項目は10.5ポイントのゴシック，本文は10.5ポイント明朝体が基本。

調査項目　ここで，調査する項目を例示する。単に項目の羅列ではなく，何を測定するものか示す。
4　予想される結果と考察
サンプリング調査を実際に行う必要はない。2の「インタビュー調査」の結果をもとに，それぞれが設定した調査対象者における結果を予想して，記述する。各自で設定した調査内容について，インタビュー結果や結果の予想から，考えられること，今後検討すべき点などを記述する。実際に調査を行ったものとして，内容を考えればよい。

レポートは，全体を通して，初めてみた人であっても，「どんなことに関心をもち(目的)，どのような方法で調査を行い(方法)，どのような結果が得られ(結果)，今後の課題は何か(考察)」といったことがわかるように，記述すること。科学論文の要件を満たすようにすること。例えば，共生社会コースの消費生活履修モデルでは，卒業研究の発表会(中間発表会も同様)において，A4で2枚のレジュメを作成することが求められるが，ここではそうした研究の要約をイメージしてもらえばよい。もし，本レポートの中で文献を引用することがあれば，下のように「5　引用文献」の項目を作成して，示すこと。
A4で1枚というのは，とてもコンパクトにまとめなければならない。それがこの課題のポイントでもある。決められた様式の中で，必要な事項を伝えられるように努力すること。
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